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レポート課題１（締め切りは5/14）

平均値と標準偏差を求めるプログラム

入力：データの数、データ
データは以下の１０個（例えばある月の最高気温（℃）１０日分）

35.5,25.0,34.2,34.6,22.8,27.7,30.6,26.8,23.0,39.3
出力：（標本）平均値、標準偏差

ソースプログラムと出力結果をメイルの本文にして
khclass@ess.sci.osaka-u.ac.jp までメイルせよ。 実行形
式は添付しないこと。 メイルのタイトルは report1_学籍番
号とすること。

他の人のソースプログラムと結果をそのままコピーするのは
ダメ。



データ入力

Cの場合
int n;
double a;

scanf("%d %lf",&n,&a);

Fortranの場合
c23456

integer n
real*8 a

read(*,*) n,a

1. 可能であれば、データをファイルに書き込み、ファイルから読
み出すようにプログラムしてみよう。

2. fopen, fscanf, fcloseを利用するのが一つの方法。 授業では
リダイレクト(<あるいは>）を利用する方法を紹介した。

3. ファイルに含まれるデータの数が任意の場合にも対応できる
ようにできるか？



繰り返しループ

Cの場合

int i,n;
double a,sum;

scanf("%d",&n);
sum=0;

for(i=0; i<n; i++) {
scanf("%lf",&a);
sum = sum+a；

}

Fortranの場合

c23456
integer i,n
real*8 a,sum
read(*,*) n
sum=0
do 10 i=1,n

read(*,*) a
sum = sum+a

10 continue



配列の利用

Cの場合

int i,n;
double a,amat[100];

scanf("%d",&n);

for(i=0; i<n; i++ ) {
scanf("%lf",&a);

amat[i] = a；
}

Fortranの場合

c23456
integer i,n
real*8 a,amat(100)
read(*,*) n
sum=0
do 10 i=1,n

read(*,*) a
amat(i)=a

10 continue 



#include <stdio.h>
#include <math.h>

int main(){
int I, n;
double a,amat[100], sum;

scanf("%d",&n);

for(i=0;i<n;i++) {
scanf("%lf",&a);
amat[i]=a;

}
sum = 0.0;
for(i=0;i<n;i++) {
sum=sum+amat[i];
printf("%d %lf¥n",i,amat[i]);

}
printf("number of data input = %d¥n",n);
printf("sum of all the data = %lf¥n",sum);  

}

データを配列に読み込み、和をとるプログラムの一例；宿題の参考になるはず
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